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１．2026年第2四半期(中間期)連結決算実績（対前年）

（１）決算概要 （４）セグメント情報

（単位：百万円） （単位：百万円）

2025年中間 2026年中間 増減 増減率(％) 売上高 セグメント利益

売上高 65,330 64,446 △ 883 △ 1.4 2025 2026 増減 ％ 2025 2026 増減 ％

営業費用 60,622 59,075 △ 1,546 △ 2.6 エネルギー 61,327 59,009 △2,318 △3.8 5,864 5,802 △62 △1.1
営業利益 4,707 5,371 663 14.1 (うちガス) (50,149) (47,066) (△3,083) (△6.1) (6,265) (5,859) (△405) (△6.5)

経常利益 5,050 6,265 1,214 24.1 (うち電力小売) (8,083) (8,336) (253) (3.1) (△554) (△424) (129) (－)

3,623 4,504 881 24.3 ライフサービス 3,118 4,305 1,186 38.1 279 629 349 125.2
リアルエステート 1,017 1,265 248 24.4 342 618 276 80.7

（２）販売量等 調整額 △133 △133 △0 － △1,778 △1,679 99 －
（２）ガス販売量等家庭用ガスは、気温・水温が高めに推移したことなどにより減少。 合計 65,330 64,446 △883 △1.4 4,707 5,371 663 14.1

業務用ガスは、お客さま設備の稼働が減少したことなどにより減少。
電力小売は、お客さま件数の増加などにより増加。 ２．2026年12月期の連結業績予想

（単位：千㎥）

2025年中間 2026年中間 増減 増減率(％)

 家庭用 198,607 192,907 △ 5,699 △ 2.9

商業用 55,949 54,239 △ 1,710 △ 3.1

工業用 100,521 98,694 △ 1,827 △ 1.8

その他用 24,557 23,912 △ 644 △ 2.6

 業務用 181,029 176,847 △ 4,181 △ 2.3 通期連結業績予想 （単位：百万円、千㎥）

 合計 379,636 369,754 △ 9,881 △ 2.6 前回 今回 増減 ％ 前年 当年 増減 ％

（単位：千kWh） ガス販売量 673,000 666,000 △7,000 △1.0 672,166 666,000 △6,166 △0.9

2025年中間 2026年中間 増減 増減率(％) 売上高 120,000 120,000 － － 117,665 120,000 2,335 2.0

電力小売販売量 296,546 323,425 26,879 9.1 営業利益 2,900 2,900 － － 3,839 2,900 △939 △24.5

（単位：件） 経常利益 3,600 4,000 400 11.1 4,635 4,000 △635 △13.7

2025年中間 2026年中間 増減 増減率(％) 当期純利益 2,900 3,100 200 6.9 3,210 3,100 △110 △3.4

都市ガスお客さま件数(※) 1,067,768 1,080,164 12,396 1.2 設備投資額 13,900 11,900 △2,000 △14.4 13,125 11,900 △1,225 △9.3

※取付ガスメーター数 前提条件（2026年8月以降）

（３）設備投資額 （単位：百万円）

2025年中間 2026年中間 増減 増減率(％) 為替レート(円/＄)

（３）設備投資額 6,122 4,400 △ 1,721 △ 28.1 原油価格(＄/ｂ)

＜2026年中間期の主な投資＞導管等

2026年8月10日

京葉ガス株式会社

【減収・増益】

ガス販売量の減少や原料費調整制度による販売単価の下方調整などにより減収。ガス機器販売

の増加や不動産賃貸収入の増加、投資事業組合運用損益の改善などにより増益。

エネルギーは、ガス販売量の減少などにより減益。

ライフサービスは、小中学校向けのガス空調機器販売の増加などより増益。

リアルエステートは、リーフシティ市川 ザ・レジデンスなどの賃貸収入増加により増益。

親会社株主に帰属する中間純利益

ガス販売量

【対前回予想（2026.4.28公表の業績予想）：上方修正】

売上高は、4～6月の気水温の影響でガス販売量の減少を見込むも2026年9月に実施予定のガス

料金引き上げの影響等も踏まえ前回並。営業外収支の改善などにより増益。

【対前年：増収・減益】

ガス原料価格の上昇により増収もスライドタイムラグ悪化により減益。

有形・無形固定資産

前回 今回

160.0 160.0

85.0 85.0


